
同
志
社
人
物
地
図
台
湾
・
韓
国

台
湾
出
身
の
人
々

わ
が
日
本
と
台
池
(
正
確
に
言
え
ば
中
梨
民
国
国

民
波
府
台
湾
省
)
と
は
、
.
八
九
五
年
の
甲
午
醜

(
Π
沽
戦
争
)
で
消
柳
政
府
か
ら
日
本
編
讓
さ
れ
、

第
.
一
次
大
戦
後
の
一
九
四
五
年
に
五
十
卸
誓
で
再

び
叩
国
に
復
帰
し
、
現
在
政
府
の
臨
時
所
在
地
と
な

つ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
現
在
の
総
人
口
は
三
、

二
五
六
、
六
八
二
人
に
達
し
、
人
口
密
度
は
毎
Ψ
方

キ
ロ
平
均
三
四
一
人
で
州
界
中
オ
ラ
ン
ダ
に
次
い
で

錦
二
位
を
占
め
て
い
る
。

ま
ず
台
湾
と
同
志
社
人
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
沸

査
す
れ
ば
、
一
八
九
五
年
(
明
治
二
十
八
年
)
六
日

十
七
日
台
北
市
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
の
始
政
式

が
挙
行
さ
れ
、
樺
山
総
督
と
北
白
川
宮
殿
下
が
出
席

さ
れ
九
頃
、
わ
が
佼
友
後
宮
犹
太
郎
氏
奪
雲
の
志

を
い
だ
い
て
将
九
後
宮
人
物
仏
と
も
n
う
べ

秦
孝
仏
伯

き
西
川
満
著
『
貰
金
の
人

始
政
式
冏
も
な

-
L
才
、

い
明
治
二
十
八
年
九
月
十
八
H
、
測
冠
.
十
{
歳
で

基
隆
に
上
陸
し
、
築
.
界
の
苫
沙
乗
t
 
け
た
。

煉
瓦
土
、
借
金
王
、
<
1
山
王
を
経
て
億
万
長
名
と

な
り
、
金
曾
禁
止
令
在
食
て
損
失
の
哲
学
を
な

め
尽
し
、
同
志
社
理
事
に
も
4
仕
さ
れ
、
終
穫
は

東
京
に
帰
っ
て
晴
耕
雨
読
、
八
十
八
歳
で
犬
上
の
人

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
.
十
一
.
歳
に
し
て
渡
h
、

白
来
敗
戦
ま
で
三
十
六
郵
、
仟
み
な
れ
た
姦
を
、

私
は
誰
れ
よ
り
も
愛
し
て
い
る
」
と
述
懐
し
て
い
九
。

不
晶
に
も
黒
の
人
、
校
友
近
藤
賢
一
氏
も

ま
た
渡
台
す
る
機
縁
左
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
近
藤
こ

ま
著
『
桐
輩
』
に
、
佐
々
木
心
綱
歌
人
が
、
序
文

中
に
あ
る
左
の
一
助
尤
見
る

「
長
じ
て
明
治
二
十
一
郁
京
都
同
志
礼
に
入
り
、
心

身
に
微
し
た
キ
リ
ス
ト
教
郡
を
抱
い
て
、
.
十
七

年
卒
央
と
共
に
北
海
道
に
渡
う
た
。
け
だ
し
伺
窓
の

友
水
崎
基
一
、
牧
欝
次
、
山
木
徳
尚
氏
等
と
共
に
、

教
需
と
し
て
犯
外
人
の
教
化
に
挺
身
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
剛
治
青
年
の
壮
志
ま
こ
と
に
観
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
二
十
九
年
一
転
し
て
嘉
総
督
府
に

仟
官
、
後
蕨
新
平
総
悩
の
秘
丸
・
ゞ
ー
な
て
人
問
的

な
修
鑁
を
積
ま
れ
九
。
」

台
湾
開
如
1
初
の
訓
々
な
ら
ぬ
迅
為
を
、
築
者

は
条
と
し
て
叟
を
共
に
し
、
近
膝
氏
七
十
五
歳

倫
終
に
.
金
る
ま
で
、
親
交
を
災
関
係
か
ら
し
ば

し
ぱ
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黒
社
人
が
台
湾

J
憂
し
ま
た
貞
献
し
た
業
績
は
、
ま
式
様
す
べ
き

仙
仙
か
あ
る
で
あ
ろ
う

,
¥

詞
志
朴
か
ら
詔
し
六
台
湾
生
れ
の
第
一
人
打
は

ハ
ハ
九
邱

(
明
治
二
十
.
年
)
栗
の
周
冉
賜
氏

し
あ
ろ
う
同
志
社
那
邑
寝
に
は
,
羽
¥
六
歳
で

一
度
の
対
外
戦
条
に
雌
て
村
頂

人
学
し
、

Π
本
が

^
に
な
、
又
い
た
時
^
だ
,
九
力
ら
力
な
り
裂
別

)(

待
遇
の
苦
H
弄
め
た
が
、
父
が
長
老
派
の
仏
編

で
あ
り
、
人
間
は
み
な
ひ
と
し
く
柳
の
十
で
あ
る
と

の
僻
か
ら
し
て
、
黒
社
の
任
命
し
た
級
長
や
寮

長
に
は
欣
然
と
引
受
け
一
視
刷
七
四
織
と
、
被
の
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使
命
感
と
は
一
生
の
仕
事
に
独
自
の
意
味
を
も
た
ら

し
九
。し

か
し
一
九
一
五
年
清
水
安
三
桜
美
林
学
園
長
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
同
志
社
大
学
神
学
部
を
卒
で
九

彼
は
、
西
ち
に
就
職
す
る
任
地
が
な
か
っ
た
。
こ
こ

で
就
職
失
敗
を
二
度
経
験
し
た
の
を
機
会
に
、
一

九

三
年
ま
で
オ
ベ
り
ン
大
学
、
シ
カ
ゴ
李
、
ユ
ニ

オ
ン
神
学
校
な
'
米
七
年
問
の
研
鎭
を
玉
ね
た
。

帰
来
同
志
社
神
学
部
に
助
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

宗
教
心
理
学
、
基
督
教
社
会
学
、
論
な
ど
を
教
え

九
。

せ
う
か
く
母
校
に
歓
迎
さ
れ
た
彼
も
四
年
後
に
、

時
の
総
長
の
方
針
に
飽
き
足
ら
ず
敢
然
穫
の
決
心

を
し
て
伝
道
界
に
入
ら
ん
と
し
九
。
こ
オ
も
不
池

終
っ
た
と
き
、
.
籾
対
加
の
群
馬
旧
木
恭
筆
園
仰
氷
長

森
川
抱
次
氏
か
ら
非
常
姦
聖
」
も
っ
て
荏
た
ら

ん
李
懇
鱒
C
れ
九
。
集
三
、
四
郁
の
つ
も
り
で

将
市
の
田
舎
街
に
赴
任
し
、
生
徒
数
二
七
二
人

ま
と
ま
っ
九
校
舎
も
な
く
、
そ
れ
ぱ
か
り
か
当
時
一

万
五
千
円
の
借
財
を
背
負
っ
九
貧
乏
学
枝
で
は
あ
っ

た
が
、
着
任
後
四
力
月
目
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
「
お

前
は
こ
こ
で
死
ぬ
べ
き
だ
」
と
の
召
命
を
臂
今
日

に
至
っ
た
。

さ
な
か
ら
苦
労
の
述
続
で
は
あ
っ
六
が
、
四
十
年

間
、
一
九
六
五
年
(
昭
和
四
十
年
)
四
旦
七
十
六

歳
需
任
す
る
ま
で
学
園
長
と
し
て
、
ま
た
教
師
と

し
て
、
<
上
く
死
生
を
共
に
し
九
の
で
あ
る
。
汪
修
文

氏
は
中
四
修
業
後
医
学
に
志
し
、
医
師
と
な
る
や
伊

豆
鳶
の
無
阪
村
岡
田
村
に
永
住
し
慈
父
の
如
く
尊

敬
さ
れ
て
い
る
。
清
水
安
三
氏
は
備
発
の
中
国
に

伝
通
し
、
教
育
の
拳
創
役
し
た
。
周
氏
と
汪
氏
と

は
低
開
禿
地
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
需
の
教
鑁

彰
身
に
つ
け
て
わ
が
日
本
の
教
育
と
應
術
に
人
柱
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

周
氏
と
同
じ
時
代
に
林
浅
生
氏
が
在
学
し
て
~
い

六
。
長
身
で
あ
り
暴
り
も
よ
く
、
弁
舌
も
さ
わ
や

か
で
成
勢
優
秀
な
こ
と
は
周
氏
に
劣
ら
な
か
っ

九
。
柔
後
は
六
湾
に
帰
っ
て
教
行
に
従
事
し
、
淡

水
中
学
校
長
の
か
九
わ
ら
同
地
方
の
玉
雙
あ
っ
た

が
、
行
政
的
手
腕
も
抜
群
で
あ
り
、
日
本
に
対
す
る

協
力
か
目
立
っ
た
も
の
か
、
終
戦
後
ど
こ
か
へ
蚊
致

さ
れ
、
荏
港
付
近
で
露
と
消
え
六
と
の
喚
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
哀
悼
鴛
の
念
に
堪
え
な
い
。

*

大
正
五
年
卒
の
陳
清
忠
氏
は
在
学
巾
ラ
グ
ビ
ー
の

名
選
手
で
ま
た
音
条
で
も
あ
る
が
、
淡
水
中
学
の

妾
に
奉
仕
し
た
。
大
正
↓
年
線
の
柯
設
偕
氏
も
淡

水
中
学
に
在
っ
て
焚
輩
の
礎
を
慰
め
て
い
る
で
あ

一
う
、
つま

た
明
治
四
+
四
年
輩
の
写
行
生
氏
と
六
止

二
郁
卒
の
篇
仁
氏
は
医
罪
に
雄
飛
し
六
が
何
れ

も
大
上
の
人
で
あ
る
。

明
治
四
十
五
北
組
の
趙
、
火
慈
氏
は
築
昔
と
同
級
で

お
っ
て
台
南
市
の
私
立
長
栄
小
学
校
々
長
や
顧
問
に

詣
し
、
基
将
教
主
義
教
台
の
長
老
で
あ
る
。

同
じ
く
台
南
市
に
在
っ
て
教
会
の
埀
雙
あ
り
、

*
業
界
に
成
功
し
て
い
る
劉
青
雲
氏
は
大
正
四
年
組

で
あ
る
が
、
慶
応
大
学
を
も
卒
業
し
て
い
る
。
今
昭

和
四
十
一
伍
八
月
四
日
台
南
市
を
訪
問
し
た
時
は
、

五
十
七
郁
目
の
阿
会
で
あ
り
握
手
で
あ
っ
九
。
当
時

十
七
歳
の
美
少
年
で
日
本
語
の
不
充
分
な
彼
を
筆
者

鳶
三
寮
長
時
代
に
多
少
の
お
手
伝
い
を
し
た
思
い

架
よ
み
が
え
九
。
大
正
四
年
組
の
李
明
表
氏

は
、
医
学
急
し
、
現
在
屏
東
県
黎
雁
の
要
職

に
な
り
^
馬
^
^
も
同
^
^
で
あ
っ
た
^
台
^
^

の
中
山
長
老
教
会
教
師
と
し
て
終
始
し
て
い
る
。

つ
ぃ
で
な
が
ら
台
南
市
で
は
分
区
担
当
の
陳
豐

氏
か
肥
料
会
社
の
程
と
し
、
商
工
会
暁
議
貝
と

し
て
活
躍
し
、
火
正
七
年
組
の
劉
子
恩
氏
は
伺
市
消

"
町
に
住
居
し
、
成
功
者
の
人
大
正
八
年
細
の

鼎
風
氏
は
錫
五
農
場
嘉
僻
し
、
希
挙
氏
も
事

業
界
に
鯱
腿
し
て
い
る
。
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大
正
六
組
の
黄
三
明
氏
は
医
科
大
学
を
卒
え
、
現

在
は
嘉
義
市
に
て
開
業
し
、
徳
生
医
院
を
経
営
し
て

大
正
九
年
組
に
は
六
名
の
卒
業
生
が
あ
り
、
陳
嘉

得
氏
は
医
師
と
し
て
台
北
市
で
英
安
堂
病
院
羅
営

し
、
陳
瓊
琳
氏
は
台
北
市
開
南
高
業
学
校
教
諭
、
陳

約
欝
は
台
北
市
松
山
荘
に
住
ま
い
、
張
員
氏
は
高

処
市
の
殖
産
会
社
翻
、
呉
振
緒
氏
は
屏
東
に
住

し
、
林
讃
生
氏
は
台
北
市
に
至
っ
て
妃
料
公
司
を
主

宰
し
て
い
る
。

大
正
卜
年
組
の
昊
成
博
士
は
台
湾
大
学
医
学
部

長
、
同
附
属
病
院
長
と
し
て
令
名
が
あ
り
蒋
総
統
の

侍
医
で
も
あ
っ
た
。
人
格
高
潔
で
学
生
を
愛
し
よ
く

後
輩
の
面
倒
を
見
た
。
戦
前
戦
後
母
校
と
の
連
絡
が

と
れ
な
い
時
代
に
あ
っ
て
も
台
北
地
区
の
校
友
を
よ

く
ま
と
め
た
の
も
こ
の
高
博
士
で
あ
っ
た
。
惜
し
い

こ
と
に
二
年
前
、
地
位
人
格
両
方
か
ら
い
っ
て
校
友

や
台
湾
で
は
最
高
の
人
と
言
え
る
こ
の
指
導
者
は
病

死
さ
れ
た
。
遺
産
は
遣
言
に
ょ
り
台
湾
大
学
へ
寄
附

さ
れ
た
と
い
う
。
陳
敦
徳
氏
と
黄
文
苑
氏
と
は
共
に

医
学
を
研
錨
し
、
前
者
は
台
北
市
で
敦
徳
病
院
を
、

後
者
は
彰
化
市
で
上
池
医
院
を
経
営
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年
組
の
朱
江
淮
氏
は
さ
ら
に
京
大
に
お

い
て
工
学
部
を
卒
業
し
、
現
在
は
台
湾
電
力
公
司
経

理
の
要
職
に
在
り
、
同
社
の
技
術
者
と
し
て
は
需

の
地
位
に
就
き
、
副
社
長
格
で
あ
る
。
去
る
八
月
六

日
タ
、
朱
邸
に
お
い
て
前
夜
欠
席
の
台
北
市
在
住
の

校
友
の
ほ
か
、
基
隆
、
新
竹
市
か
ら
の
人
々
が
出
席

さ
れ
、
戴
伯
福
牧
師
(
長
老
派
の
元
老
)
陳
郭
政

務
部
台
北
関
吏
陳
嘉
音
・
李
克
承
・
李
昆
玉
・
李

明
適
、
顔
春
和
の
諸
氏
と
修
し
た
。
肩
書
を
詳
か

に
し
得
な
力
っ
た
。

梁
阿
棟
氏
は
中
学
四
年
か
ら
予
科
に
進
み
英
文
科

を
上
野
直
蔵
、
堀
数
馬
氏
と
共
紀
卒
業
し
九
が
花
蓮

で
長
年
中
学
校
長
在
つ
と
め
、
退
職
後
花
蓮
県
誠
会

議
員
と
な
り
、
同
地
方
指
導
者
の
一
人
と
し
て
人
望

が
あ
る

彼
の
片
腕
と
し
て
讐
瑞
錨
氏
禽
大
貿
易
公
司
副

釜
、
昭
十
二
経
済
卒
)
の
努
力
而
せ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。
ま
た
、
台
北
市
に
在
っ
て
有
力
な
建
設
業
者

陳
麗
生
氏
(
昭
六
中
卒
)
は
異
色
の
人
物
で
あ
る
。

同
氏
は
、
目
下
、
台
北
器
に
高
属
の
鉄
筋
ビ
ル
デ

イ
ン
グ
約
八
億
円
キ
」
建
築
請
負
中
で
あ
る
と
い
う
。

昭
十
二
年
林
永
芳
氏
は
貿
易
業
者
と
し
て
出
色
で
台

北
扶
輪
社
員
で
も
あ
る
。

大
正
十
三
年
組
に
黄
進
元
氏
と
郭
頂
順
氏
の
二
人

が
い
る
。
前
者
は
豊
国
商
会
を
轟
市
に
お
い
て
経

営
し
つ
つ
ぁ
り
、
後
者
は
台
中
市
に
お
い
て
豊
原
客

運
公
司
飛
長
を
つ
と
め
、
私
的
交
通
機
関
の
大
御

所
で
あ
る
。
在
校
中
中
堀
先
生
の
指
導
を
う
け
教
会

の
オ
ル
ガ
ン
を
ひ
い
て
い
た
彼
が
台
中
口
ー
ク
リ
ー

ク
ラ
プ
の
重
鎮
で
財
界
の
大
立
者
と
な
っ
て
い
る
。

昭
四
中
卒
組
の
柯
子
彰
氏
は
在
学
中
ラ
ゲ
ピ
ー
の
名

選
手
で
あ
っ
た
が
台
中
に
住
居
し
、
台
湾
ラ
グ
ビ
ー

協
会
の
り
ー
ダ
ー
と
の
こ
と
で
あ
る
。
李
清
折
、
丞

永
昌
、
黄
順
切
繍
満
、
頼
清
標
氏
な
ど
矢
張
り
医
師

が
多
く
、
彰
化
県
民
政
局
馨
張
其
寿
氏
は
官
吏
と

し
て
良
き
同
地
校
友
会
の
論
役
で
あ
る
。
昭
十
五

中
卒
の
曽
煥
然
氏
は
最
近
二
回
、
日
本
に
来
て
農
業

の
視
察
研
究
を
し
、
長
期
研
修
会
に
も
参
加
し
て
日

本
農
業
技
術
の
台
湾
導
入
を
は
か
り
、
台
湾
農
業
の

*

台
湾
支
部
に
あ
っ
て
現
在
の
支
部
総
元
締
は
林
金

殿
氏
で
あ
り
、
名
誉
支
部
長
格
が
朱
氏
で
あ
ろ
う
。

林
氏
は
昭
八
年
同
志
社
高
商
を
卒
え
、
九
州
大
学
に

学
び
、
同
女
専
出
身
の
愛
生
夫
人
と
相
携
え
て
帰
台

し
、
台
北
市
助
役
た
る
こ
と
拾
余
年
、
辞
し
て
野
に

下
り
甘
露
寺
餐
靡
の
社
長
と
し
て
活
躍
、
日
台
売
往

還
し
て
多
忙
で
あ
る
。
ま
た
、
台
北
扶
輪
社
に
属
す

る
口
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
、
こ
の
度
、
京
都
北
口
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
姉
妹
関
係
を
籍
し
た
の
も
彼
の

手
腕
に
よ
る
外
は
な
い
。

る
0
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近
代
化
、
増
産
農
民
の
生
活
指
遵
彬
尽
し
て
い

る
0

*

澎
湖
島
の
秦
嵐
揣
、
蔡
団
円
兄
弟
は
地
方
の
九
め

に
尽
し
て
い
る
。
団
円
氏
は
澎
湖
県
零
の
副
授

を
務
め
て
い
る
。
許
寸
金
氏
は
校
友
会
名
癖
に
な
い

が
、
吉
羅
市
に
、
在
住
、
医
師
会
長
。
禅
僧
の
よ
う

な
風
格
が
あ
る
。
若
手
で
昭
和
二
十
一
太
繁
の
呉

瑞
南
氏
は
蔡
外
科
医
院
を
支
配
し
、
需
治
癌
医
院

長
禁
飛
鴨
士
は
尿
市
に
、
ま
た
嘉
義
市
で
は
盧

万
徳
、
穆
成
磊
長
な
ど
医
学
界
の
現
職
者
が
多

ま
九
、
名
詣
の
「
て
い
る
も
の
に
、
昭
二
年

)
0

し組
で
は
高
端
模
(
高
雄
県
)
高
永
寧
(
台
南
州
)
氏

が
あ
り
、
昭
四
年
組
、
陳
坤
源
(
嘉
義
郡
)
、
邱
魏
西

谷
中
州
)
、
黄
旗
賢
公
口
北
市
)
氏
が
活
躍
し
、
昭

六
年
組
、
許
鴻
燎
(
彰
化
郡
)
陳
新
添
(
台
小
県
)
、

洪
元
約
(
台
中
市
)
氏
が
現
在
あ
り
、
林
葆
恭
氏
は

台
中
県
で
大
甲
歯
科
を
経
営
し
、
ま
九
昭
十
五
年
組

黄
蔵
卿
、
江
宗
裕
氏
も
歯
科
医
で
あ
る
。

系
と
し
て
は
昭
十
二
年
中
卒
組
の
王
義
雄
氏
は

怖
で
、
嘉
義
市
に
眼
科
専
門
と
な
り
、
藥
金
生
氏

と
共
に
旧
師
の
恩
義
に
癖
し
て
い
た
。

嘉
省
に
お
い
て
、
同
志
社
人
が
天
職
と
し
て
牧

師
と
し
て
瓢
の
糧
を
養
い
、
国
手
と
し
て
儒
の
使

＼
"

一
ノ
良

命
を
は
た
し
、
教
育
畑
と
し
て
は
有
数
の
人
相
を
輩

出
し
た
。
し
か
も
実
業
界
に
特
異
の
存
条
あ
る
こ

と
も
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。

順
序
不
伺
で
列
伝
と
し
て
の
内
容
に
伴
わ
ず
、
粗

韓
国
の
同
志
社
人

世
界
の
中
の
日
本
と
し
て
明
日
の
祖
国
を
憂
え
る

も
の
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
外
交
、
貿
易
は
も
と
よ

り
一
膺
根
本
的
な
民
衆
と
民
衆
と
の
理
解
親
善
、
融

和
協
力
に
つ
い
て
心
を
い
九
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は

論
ず
る
ま
で
も
な
い
課
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
事
実

は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
身
近
か
禽
国
に
つ
い
て
さ

え
余
り
に
も
無
知
で
あ
り
、
無
関
心
で
あ
る
恨
が
あ

る
。
私
自
身
東
洋
各
国
の
嘉
は
何
一
つ
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
ま
九
そ
の
歴
史
と
か
文
化
に
関
す
る
知

識
も
極
め
て
浅
苅
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

特
に
台
漉
と
盆
国
と
か
わ
が
国
と
特
別
な
歴
史
的

関
係
の
深
い
隣
国
に
つ
い
て
峡
過
去
の
因
縁
の
故

に
一
応
知
っ
て
い
る
よ
う
玉
は
一
層
現
実
の
器

枝
大
葉
、
杜
撰
の
憾
な
き
に
非
ず
、
台
湾
校
友
同
窓

三
百
八
十
名
の
方
々
か
ら
忌
悼
な
く
叱
正
を
賜
わ
り

他
日
の
{
輩
を
期
し
侠
。

(
同
志
牡
理
事
長
)

湯
浅

に
欠
け
た
る
も
の
が
あ
る
の
て
は
あ
る
丈
い
か
。

私
は
最
近
十
五
日
間
京
城
彰
中
心
に
し
轟
国
を

旅
行
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
現
在
倫
国

の
同
嘉
校
友
・
伺
窓
の
消
息
の
一
端
を
伝
え
た
い

と
思
う
。

*

私
叢
前
は
三
度
、
主
と
し
て
学
術
会
製
ノ
加
の

六
め
朝
鮮
に
旅
行
し
九
。
戦
後
は
今
か
ら
六
年
前
束

亦
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
総
長
会
誓
川
学
る
六

染
城
に
お
も
む
き
、
介
同
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教

育
機
関
の
現
需
査
と
評
価
の
傑
貫
会
の
一
貝

と
し
て
渡
斡
し
大
の
で
あ
っ
た
。
京
城
(
も
っ
と
も

冨
で
は
こ
の
京
城
と
い
う
文
字
は
現
在
全
釜
用
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さ
れ
て
い
な
い
。
ソ
ー
ル
と
い
う
発
音
を
韓
斈
一

示
し
、
そ
の
下
に
特
別
市
と
漢
字
を
つ
け
加
え
て
い

る
)
に
つ
く
と
多
分
新
聞
で
わ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

同
志
社
学
園
製
会
の
代
表
の
方
か
ら
屯
話
で
歓
迎

懇
讐
左
催
し
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
十
月
二
十
三

日
日
曜
の
夕
を
約
柬
し
た
。
十
五
白
問
の
日
程
中
、

こ
の
日
曜
の
午
後
だ
け
が
私
に
許
さ
れ
九
自
由
簡

で
あ
っ
た
が
、
朝
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
今
回
の
仕

事
の
需
畢
花
女
子
大
学
校
の
総
長
邸
で
テ
ー
プ

に
レ
コ
ー
ド
し
た
後
延
批
大
学
校
古
代
東
洋
史
教

授
の
閔
聳
博
士
の
案
内
で
轟
洞
中
心
に
骨
董
屋

壽
り
廻
っ
た
末
、
会
場
で
あ
る
メ
ト
ロ
・
ホ
テ
ル

に
定
刻
五
時
を
十
五
分
ほ
ど
遅
れ
て
つ
い
た
と
こ
ろ

驚
い
た
こ
と
に
は
出
席
予
定
者
中
二
三
名
を
除
い
て

は
既
に
私
の
来
る
の
を
待
っ
て
居
ら
れ
た
。
晩
餐
の

会
場
は
ホ
テ
ル
の
九
階
特
別
室
、
窓
外
に
は
南
山
を

後
に
目
下
建
築
中
の
十
三
階
の
ユ
ネ
ス
コ
・
セ
ン
タ

ー
や
反
共
十
六
力
国
が
協
力
し
て
建
築
し
た
十
六
階

の
フ
リ
ー
ド
ム
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
韓
国

の
新
し
い
器
り
ム
ー
ド
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に

京
城
の
建
築
ブ
ー
ム
を
代
表
し
て
い
る
。
や
が
て
街

の
ネ
オ
ン
が
超
き
だ
し
て
ソ
ー
ル
は
一
見
雛
の
現

代
都
市
綴
相
を
父
し
て
き
た
。
実
は
六
年
前
も
同

志
社
卒
業
生
諸
君
が
私
を
招
待
し
て
一
席
を
も
う
け

て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
折
り
も
折

そ
の
喚
現
大
統
領
、
当
時
の
1
県
将
の
指
矩

し
た
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
兆
し
た
た
め
急
に
取
り
や
め

に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
聞
け
繍
国
に
は
約
百
二

十
名
の
同
寝
卒
業
生
や
中
退
者
が
あ
る
山
だ
が
、

そ
の
中
契
十
名
が
、
ソ
ー
ル
在
住
と
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
人
た
ち
は
中
学
や
大
学
を
で
た
人
も
女
子

部
の
出
身
者
も
あ
る
の
で
、
現
在
は
男
女
合
同
で
同

志
社
学
園
同
窓
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ー
ル
女

了
大
学
総
長
の
颪
京
博
士
(
昭
和
三
年
専
女
英
、

同
六
年
大
法
卒
)
が
会
長
、
金
讐
、
金
元
需
氏
が

副
会
長
、
河
奉
律
氏
奪
事
で
あ
る
。
当
夜
の
出
席

者
は
十
八
名
、
内
三
名
は
婦
人
で
あ
う
九
そ
れ
は

高
会
長
の
ほ
か
罪
庚
(
昭
八
女
専
家
)
工
大
教
授

夫
人
と
金
光
子
(
昭
二
八
女
専
英
、
火
阪
在
住
)
さ

ん
た
ち
で
あ
っ
九
。
出
席
者
は
い
ず
れ
も
現
在
、
韓

国
の
条
界
や
政
界
や
教
育
界
に
お
い
て
指
導
的
な

靈
責
を
帯
び
た
人
学
あ
っ
て
、
様
校
同
喜
に

深
い
関
心
を
よ
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朴
忠
勲

氏
は
現
内
倒
の
商
τ
部
長
官
(
商
工
大
臣
)
と
し
て

韓
国
の
経
済
国
策
艦
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
文
熈

爽
氏
は
元
文
教
部
長
官
ク
爺
大
臣
)
で
現
在
は
国

防
大
学
院
教
授
で
、
韓
国
戦
略
研
究
会
々
長
で
も
あ

る
誘
彬
氏
緑
国
大
使
と
し
て
ス
ィ
ス
に
在
駐

し
た
外
交
草
器
は
ソ
ー
ル
国
立
大
学
行
政
大
学

院
長
で
あ
る
。
鄭
実
祥
氏
は
弁
崖
士
、
金
約
耳
氏
は

一
識
人
権
擁
裏
協
会
麥
務
局
長
。
金
黍
、
宋
外
胤

盡
列
、
河
靴
、
劉
祐
、
欝
鉉
の
諸
氏
は
い

ず
れ
も
実
成
界
の
有
力
者
で
あ
る
。
学
者
教
台
家
と

し
て
は
延
世
大
学
校
神
学
部
教
授
徐
南
詞
氏
、
中
央

神
学
校
教
授
金
俊
氏
、
淑
明
女
子
大
学
終
授
李
禄

氏
、
建
国
大
学
校
教
授
尹
日
樺
氏
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
有
力
者
は
母
校
の
九
十
型
悪
募
金

研
の
こ
と
は
き
い
て
は
い
九
が
、
最
近
ま
で
日
本

へ
送
金
す
る
こ
と
祥
さ
れ
な
か
う
た
関
係
も
あ
っ

て
充
分
協
力
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
は
応
分

の
こ
と
は
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
連
絡

の
た
め
校
友
会
や
同
窓
会
の
名
鱒
も
入
手
し
た
く
、

同
寝
時
報
と
か
、
同
志
社
タ
イ
ム
ス
な
ど
定
期
刊

行
物
は
そ
の
つ
ど
も
れ
な
く
レ
ギ
ユ
ラ
ー
に
郵
送
し

て
欲
し
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
黍
漢
彬
大
誘
長
は

韓
国
は
一
九
六
0
年
を
さ
か
い
と
し
て
个
く
一
新
し

た
こ
と
、
日
本
は
こ
の
歴
史
的
圭
飯
識
す
べ
き

こ
と
を
強
四
れ
、
同
志
社
蝶
歯
命
を
開
設
し

て
一
嵩
の
歴
史
、
文
化
、
一
一
語
な
ど
の
研
究
と
教
授

に
つ
と
め
、
更
に
現
代
の
諸
問
題
に
関
す
念
識
と

理
解
を
深
め
る
必
要
を
指
摘
せ
ら
れ
た
が
、
私
は
全

く
同
辱
あ
る
。
私
は
既
に
数
年
前
わ
が
国
の
諸
大
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¥
に
卒
先
し
て
こ
の
門
的
の
た
め
に
可
旅
基
督
教
人

学
に
お
い
て
韓
黒
座
を
開
設
し
、
韓
圈
人
教
授
を

招
嶋
し
、
詔
学
生
巻
迎
え
入
れ
九
が
、
同
志
社
も
ま

た
こ
の
製
を
真
剣
に
考
点
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日

韓
両
国
の
将
来
の
た
め
に
同
志
社
当
局
に
強
く
訴
え

る
次
第
で
あ
る
。

*

最
後
に
、
私
蛙
製
奥
が
献
身
的
苦
朏
を
つ
づ
け

て
そ
の
発
艦
と
経
竺
編
進
し
て
お
ら
れ
る
ソ
ー

ル
女
f
大
学
に
つ
い
て
慧
を
述
べ
た
い
冨
の

首
都
京
城
に
は
二
つ
倫
大
な
キ
リ
ス
ト
教
キ
義
大

叫
」
か
免
す
る
。
そ
の
曾
て
の
文
Ⅷ
人
;
,
,
、

上
'
鷲
長
で
あ
り
城
近
民
衆
党
の
大
統
鞭
N
甜

^
し
九
Π
・
^
人
^
M
^
^
」
乞
^
.
^
一
^
と
^
る
^
川
大
〕
^
上

校
で
あ
り
、
他
の
一
は
川
界
或
大
の
女
,
上
人
N
上
、

ヒ
寸
午
の
歴
史
キ
誘
7
梨
花
女
了
大
学
校
イ
ー
ワ

.

ウ
ー
マ
ン
ス
・
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
女
子

大
学
は
枇
界
的
に
令
名
高
い
金
活
繭
博
士
(
へ
レ
ン

キ
ム
女
史
)
が
長
ら
く
総
長
を
つ
と
め
、
八
千
匙

え
る
女
子
火
嵳
を
も
ち
、
医
学
部
か
ら
喫
科
ま

で
あ
る
綜
合
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
瓢
士
の

ソ
ー
ル
女
f
大
学
は
規
模
は
小
き
く
学
張
は
舌

六
四
0
名
編
九
な
い
が
、
そ
の
使
命
は
大
き
く
、

い
く
つ
か
の
特
色
を
備
え
て
い
る
注
同
支
援
に
仙
す

る
教
育
機
関
で
あ
る
。

第
一
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
す
ぱ
ら
し
い
。
都
心
か

、
や
Π
動
車
で
五
0
分
は
か
か
る
郊
外
の
噂
砂
青
松
の

任
陵
地
帯
に
焦
し
た
こ
の
キ
ャ
ン
ハ
ス
縛
浄
卸

＼ノ

閑
な
絶
好
の
教
嵐
境
で
あ
る
第
二
に
在
学
小
の

数
は
人
絡
主
義
教
育
に
湧
1
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

令
寮
制
と
あ
る
傑
の
労
働
4
札
制
と
は
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
る
。
第
ミ
に
教
育
の
コ
ー
ス
は
多
少
の

偏
向
が
あ
る
に
し
て
も
い
ず
れ
も
悼
国
垈
の
小
而

に
.
獣
す
る
よ
う
r
犬
せ
ら
れ
、
乳
牛
や
野
菜
園
の

火
料
を
課
し
て
い
る
此
符
科
学
科
も
あ
る
。
第
叫
に

W
.
f
k
i
冬
,
b
か
,
肝
.
」
1
γ
1
 
て
虜
Υ
食
こ
つ
三
y
る
,
Π

己
採
占
御
~
」
括
し
て
い
る
第
π
に
γ
小
は
梨

に
は
そ
れ
ぞ
れ
寄
{
将
を
で
て
殊
庭
に
耐
り
殊
族
や

友
人
と
の
人
問
関
係
を
況
め
、
社
会
の
欠
生
活
か
ら

の
誹
を
防
い
で
い
る
。
災
に
泗
や
煉
草
は
誓

ら
れ
て
い
る
が
、
学
園
内
の
ダ
ン
ス
。
ハ
ー
テ
ィ
な
ど

に
は
ポ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
を
招
待
で
き
る
な
ど
、
近
代

的
な
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
そ
し
て
前
近
代
的
な

韓
国
の
い
わ
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
殻
か
ら

解
放
さ
れ
て
い
る
。
第
七
に
商
総
長
は
じ
め
十
人
の

教
授
と
そ
の
家
族
が
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
鼎
し
て
い
て

彬
墜
と
の
仙
人
的
復
触
や
指
導
に
つ
と
め
て

い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
有
高
饗
な
特
色
を
も
つ
私

学
の
経
営
に
苦
心
に
苦
心
を
か
さ
ね
て
、
時
に
は
粘

桜
つ
き
巣
て
る
思
い
で
す
と
い
う
高
女
史
の
悲
壮
な

告
Π
を
き
い
て
、
こ
の
ず
ぐ
れ
た
女
子
敦
台
家
に
衷

心
か
ら
敬
愆
と
同
情
と
感
肘
と
を
捧
げ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
刷
心
社
が
こ
の
よ
う
な
一
街
女

撃
醍
牛
の
小
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

ま
さ
に
母
校
の
誇
り
で
あ
り
光
米
で
あ
る
と
い
う
べ

き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
人
,
度
倫
国
訪
脚
纂
"

で
は
あ
っ
た
が
伺
志
社
学
園
川
窓
会
の
公
員
諸
賢
の

村
岡
の
新
ら
し
い
聰
地
り
に
対
す
る
六
き
な
貞
献
と

瑚
待
一
に
つ
い
て
い
さ
さ
力
な
が
ら
聞
知
す
る
こ
と

が
一
之
た
の
は
誠
に
X
の
、
¥
せ
で
あ
っ
六
。
と
こ

に
同
窓
会
の
皆
傍
ど
b
竺
」
鴫
謝
し
、
料
の
御
祝

福
を
祈
念
し
て
こ
の
小
文
煮
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(
.
ル
絵
長
・
国
際
鴻
杵
教
大
馳
名
井
総
長
)
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